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古
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明
中
学
中
学
校
　
高
等
学
校
と
な
　
一　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
本
年
二
月
の
卒

高
一嘔
一　
　
樹
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の
緑
は
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よ
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深
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増
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ま
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．
同
窓
生
　
一　
　
　
　
　
　
．
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
は
盛
大
に
記
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典
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開
催
さ
れ
ま
し
た
二
　
五
年
間
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事
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三
年
目
に
当
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一　
　
昨
年
は
母
校

の
創
立
百
周
年

に
あ
た
り
、
同
窓
生

の
皆
様

に
　
一　
浩
之
と
中
し
ま
す
〓
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
　

し
た
多
く

の
同
窓
生

の
皆
様

の
大
き
な
力

一
崎
市
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進

コ
ン
ソ

ま
し
た

．
大
き
く
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
百
周
年
の
キ
　
一　
　
本
校
は
人
正
九
年
に
占
―――
高
等
女
学
校
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と
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ま
す
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高

一　
　
さ
て
、
生
徒
の
活
躍
に
つ
い
て
ご
報
告

一

「
創
立
百
周
年
記
念
誌
」
が
ヒ
倖
さ
れ
ま
し
た
　
開
校
準
備
か
　
一

「古
女
の
伝
統
　
そ
し
て
黎
明
の
未
来

へ
」
一
河
北
歌
壇
の
選
者
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
．
　

一　
く
な
り
、
白
梅
会
館
と
体
育
館
が
残
る
の

ら
百
用
年
を
迎
え
る
ま
で
に
関
わ

っ
て
き
た
人
々
の
足
跡
を
拾
　
一　
　
　
一　
　
　
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
一
一年
の
時
は
吉
則
先
生
．
担
当
は
私
の
苦

一　
み
で
す
が
、
百
年
の
伝
統
は
今
黎
明
高
校

つ
た
見
事
な

一
冊
と
な
り
ま
し
た
¨
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く
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同
窓
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皆
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に
　
一　
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朧
勝
ト
ト

　
レ
　
　
　
　
　
　
一
手
な
英
語
で
す
．
三
年
の
時
は
荒
井
先
生
ぃ
　

の
生
徒
達
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
．
生

読
ん
で
い
た
だ
き
た
く
、
そ
の

一
部
を
こ
こ
に
お
届
け
し
ま
す
Ｌ
　

一　
　
釉
颯
で
予
河
■
劇
雷
■
■
ア

　

　

一ま

一　
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
の
日
本
史

の
先
生
で
し
　
一
徒
会
長
の
言
葉
に

「
過
去

の
こ
と
が
、
今
、

校
　
歌
　

一
ゴ
Ｌ
陶
］】イ
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到
コ
】
師
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Ｔ
■
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‐影．彗一ｉ
■
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学
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全
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し
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き
た
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き
生
き
と
し
　
一
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■
■
■
怒

　
」
」
聞
曰
■
一
　
川
　
　
一　
の
皆
様
も
担
任
の
先
生
を
思
い
出
し
て
あ
　
一
レ
・語

っ
て
お
り
、
歴
史

へ
の
敬
意
と
未
来
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同
窓
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
在
校
生
の

こ
と
を
温
か
く
見
守

っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
節
目
節
目
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
援
助
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
同

窓
生
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
、
百
周
年
記
念
式
典
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
朝
毎
夕
、
立

派
に
完
成
し
た
校
門
前
の
記
念
碑
を
見
る

た
び
に
、
古
川
女
子
高
等
学
校
か
ら
古
川

黎
明
中
学
校

・
高
等
学
校
に
託
さ
れ
た
伝

統
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。
三
年
間
の
ご
準

備
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
に
よ
る
休
校
が
五
月
い
っ

ぱ
い
ま
で
続
き
、
受
験
を
控
え
た
高
校
三

年
生
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
受
難
の
年
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
三
〇
年
間
続

い
た

「
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
試
験
」
が

「大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
へ
と
名
称
を

変
え
、
出
題
の
方
向
性
も
大
き
く
変
化
す

る
年
で
し
た
。
さ
ら
に
加
え
て
こ
の
学
年

は
、
高
校
に
入
学
す
る
時
点
で
、
二
年
後

の
受
験
の
際
に
は

「英
語
民
間
試
験
の
導

入
」
と

「共
通
テ
ス
ト
国
語

・
数
学
の
記

述
問
題
の
導
入
」
「
活
動
実
績

の
点
数

化
」
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ

一

年
生
の
時
か
ら
、
二
年
後
を
見
据
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
地
道
に
積
み
重
ね
て

き
た
学
年
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
報
道
等
で

ご
存
じ
の
と
こ
ろ
と
は
思
い
ま
す
が
、
結

局
そ
れ
ら
の
改
革
は
学
校
現
場
や
生
徒

・

保
護
者
に
対
す
る
し
っ
か
り
と
し
た
説
明

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
突
然
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
生
徒
た
ち

が
払

っ
た
尊
い
努
力
と
、
膨
大
な
時
間
を

思
う
と
、
私
自
身
や
り
場
の
な
い
憤
り
に

震
え
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
の

「
コ
ロ
ナ
休
校
」
だ

っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
こ
の

「大
人
の
事
情
」
に
振

り
回
さ
れ
た
混
乱
期
に
あ

っ
て
も
黎
明
高

校
生
は
と
て
も
立
派
で
し
た
。
恨
み
言
を

言
い
た
く
な
る
の
も
人
情
。
誰
か
の
せ
い

に
し
た
く
な
る
の
も
人
情
。
実
際
彼
ら
が

置
か
れ
た
状
況
は
そ
れ
が
許
さ
れ
る
く
ら

い
の
も
の
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
は
現
状
を
淡
々
と
受
け
止
め
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で

一
切
愚
痴
も
言
わ
ず
に

で
き
る
限
り
の
努
力
を
誠
実
に
果
た
し
て

く
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
僕
が
救
わ
れ
た
の

は
彼
ら
の
明
る
さ
で
す
。
休
校
明
け
の
六

月

一
日
。
校
舎
に
響
き
渡
る
明
る
い
笑
い

声
に
は
僕
ら
教
員
自
身
も
大
き
な
勇
気
を

も
ら
つ
た
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
し
た
。

左
表
は
こ
の
春
卒
業
し
た
令
和
二
年
度

卒
業
生
の
進
路
決
定
状
況
で
す
。
逆
境
を

見
事
に
は
ね
の
け
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
結

果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
式
の
日

の
生
徒
会
長
三
野
正
太
郎
君
の
答
辞
の
言

葉
が
心
に
泌
み
ま
す
。

「
僕
た
ち
の
世
代
を
入
試
改
革
や
コ
ロ
ナ

に
翻
弄
さ
れ
た
か
わ
い
そ
う
な
世
代
と
呼

ば
な

い
で
く
だ
さ
い
。
僕
た
ち
に
と

っ
て

こ
の
経
験
は
、
他
の
世
代
に
は
な
い
貴
重

な
経
験
で
し
た
。
最
大
の
目
標
で
あ

っ
た

高
校
総
体
が
中
止
に
な

っ
て
も
、
高
校
生

活
最
後
の
行
事
が
削
減
さ
れ
て
も
、
そ
の

都
度
僕
ら
は
仲
間
と
と
も
に
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
入
試
制
度
が
二
転
三
転
し
て

も
先
生
を
信
じ
て
、
自
分
た
ち
の
力
を
信

じ
て
こ
う
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ

つ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
自

ら
の
道
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。
」

こ
ん
な
言
葉
を
残
せ
る
生
徒
が
こ
の
学

び
舎
で
育
ち
巣
立

っ
て
い
く
こ
と
が
、
僕

た
ち
の
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
す
。

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度

(平成313月

卒業生)

(令和 23月

卒業生)

(令和 33月

卒業生)

合格

者数

学

数

進

者

格

数

〈
口
者

進学

者数

合格

者数

進学

者数

国公立4

年制大学
47

私立 4年

制大学
349

国公立短

大
2 1 2

私立短期

大学
5

大学校 1 1 2 2 1 1

専修各種

学校
45

公務員 1 1

民間就職

進学準備

その他 1

卒業者数 235 227 232

【国公立大学】
工業大 ,帯広畜産大,北海道大,北教大岩見沢校 ,北教大函館

校,北教大釧路校,北見工大,弘前大,岩手大,宮城教育大,東北大,秋

田大,国際教養大,山形大,福 島大,茨城大,筑波大,宇都宮大,群馬大 ,

玉大,千葉大,東京学芸大,東京農工大,横浜国立大,新潟大,信州

富山大,山 梨大,静岡大,名 古屋大,京都大,岩手県立大,宮城大,秋

田公立美大,福 島県立医科大,長 岡造形大,群 馬県立女子大,高崎経

大,静 岡県立大,千葉保健医療大,横浜市立大,神奈川保福大,山 梨

立大,都留文科大,長野大,長野県立大,防衛大学校,国立看護大

,東北職能大学校

私立大学】
学院大,酪農学園大,青森中央学院大,八 戸工業大,岩手医大 ,

岡大,宮城学院女子大,尚 細学院大,石巻専修大,仙台大,仙 台白

合女大,東北医薬大,東北学院大,東北工大,東北生活文化大,東

福祉大,東北文化学園大,日 赤秋田看護大,東北芸術工大,東北公

文科大,奥羽大,つくば国際大,国際医療福祉大,自 鴎大,群 馬パー

大,埼 玉工大,女子栄養大,文教大,獨協大,亀 田医療大,秀 明大,聖

大,千葉科学大,千葉工大,和洋女子大,共立女子大,実践女子大 ,

川大,駒澤大,国士舘大,芝浦工大,順天堂大,昭和大,昭和女子大 ,

見学園女子大,上智大,成蹂大 ,専修大 ,早稲田大 ,大妻女子大,大

東文化大,拓殖大,中 央大,津 田塾大,帝京大,東京音大,東京工科大 ,

東京女子体育大,東京農大,創価大,東京理大,東洋大,日 本女子大 ,

日本体育大,日 本大,日 本工業大,自 百合女子大,明治大,日 白大,立

教大,立 正大,城西国際大,神 田外語大,フェリス女大,鎌倉女子大,川

村学園女子大,淑徳大,麻布大,関 東学院大,北里大,神奈川大,東海

大,洗 足学園音大,東洋英和女学大,新潟医療福祉大,新潟食料農業

大,長 岡バイオ大,金沢工大,関西学院大,神 戸女学院大,金城学院大 ,

名古屋学院大,愛知学院大,花園大,立命館大,清心女子大,福 岡大

【国公私立短期大学】
山形県米沢女子短大,宮城誠真短大,聖和学園短大,仙台青葉学院
短大,仙台赤門短大,創価女子短大,東邦音楽短大,跡見学園短大
部,大垣女子短大
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本
校
は
昨
年
、
創
立
１
０
０
周
年

の
人
き
な
節

目
を
迎
え
、
令
和
２
年
Ю
月
“
口
に
記
念
式
Ｌ
が

一李
行
さ
れ
ま
し
た
」
記
念
式
典
は
、
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小

し
、
高
校
３
年
生
と
教
職
員
、
来
賓
合
わ
せ
て
約

４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
〓
中
学
１
年
か
Ｌ
高

校
２
年
生
ま
で
は
、
各
教
室
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
，

式
典
後
に
は
、
卒
業
生
で
役
者
、
劇
作
家
、
演

出
家
と
し

て
活
躍
さ
れ
て

い
る
高
泉
淳
子
さ
ん

（普
通
科
”
回
）
が
、
「
彼
方

の
自
分
に
願

い
を

込
め
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
日
身

の
■

い
立
ち
や
古
川
女
子
高
校
時
代
を
振
―，
返

り
な
が

ら
、

「
人
生
は
短

い
よ
う
で
長

い
〓
夢
は
変
わ

「

て
も
か
ま
わ
な

い
¨
日
分
に
自
信
を
持

っ
て
、
日

分
が

ワ
ク

ワ
ク
す

る
よ
う
な
場
所

に
行
け
ば
よ

い
。
」
と

の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
．
ま
た
、

講
演

で
は
、
老
婆
に
扮
し
て
演
じ
た
り
、
ジ
ャ
ズ

を
歌

っ
た
り
と
変
幻

＝
在
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｌ

式
典
に
先
立

っ
て
、
記
念
碑

の
除
幕
式
が
使
門

入
口
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
，
こ
の
記
念
碑
は
、
卒

業
生

（普
通
科
第
２２
回
一
で
あ
る
高
橋
芳
枝

一―――

姓
　
佐

々
木
）
様
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
っ

本
校

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
白
梅
を
象

っ
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
に
は
、
１
０
０
周
年
事
業
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

「
ク
水
絶
え
ぬ
郷
に
匂

へ
る
ク
ー
０
０
年

の
想

い
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
〓
ま
た
、
も
う

一

つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
実
行
委
員
長
で
あ
―リ

同
窓
会
会
長
の
千
葉
典
子
氏
が
揮
宅
し
た
校
ｌｉｌｌｌ
の

「
尚
志

・
至
誠

・
精
励
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

制
″
１
０
・０
円
年
記
念
■
・一・・ヽ
「
　
環
ヒ

し
て
、
「
創
立

１
０
０
周
年
記
念
誌

一
を

編
集

い
た
し
ま
し
た
　
一二

〓
二
一
′、
さ
れ

一ヽ
い

，、与
い
一
■
株
一■
」ｌ
●
´
‐
レ
一　
‐，ヽ
士
―́
ン
た

な
ら
、
た
非
ご
青
ラ
、
を
‐
ンて
い
た
だ
き
た

そ
、
お
い

い
中
し
上
げ
ま
す

母
社

の
１
０
０

年

の
歴
史

や
、
現
在

の

様

卜́
が
ぎ

ッ^
し
１，
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す

．

ご
嚇
人
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接

古
川
黎
明
中
学
校

・
高
等
学
校

の
同
窓
会

事
務
局
に
お
電
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
と

幸

い
で
す

．
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す

Ａ
４
版
　
１
９
７
ベ
ー
ジ

一
―――１
　
２
０
０
０
円

同
窓
会
事
務
局

８
０
２
２
９

１
２２
‐
３
１
４
８

〈
同
窓
会
本
部

。
支
部

よ
り
〉

令
和
２
年
度
は
、
本
部

・
各
支
部
共
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
総
会
を
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
部
の
元
年
度
事
業

報
告

・
会
計
決
算
報
告
、
２
年
度
事
業

案

・
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
部

役
員
の
皆
様
へ
資
料
送
付
の
上
、
紙
上

審
議
い
た
だ
き
、
替
（成
多
数
で
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
５

月
３０
日
に
本
部
役
員
会
、
８
月
１
日
に

本
部
総
会
を
規
模
縮
小
及
び
飲
食
な
し

で
開
催
予
定
で
す
。

〈
同
窓
会
名
簿

に

つ
い
て
お
詫
び
〉

同
窓
会
名
簿
の
１８
ぺ
‐
ジ
に
記
載
の

あ
る
高
橋
都
先
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、

何
ら
か
の
手
違
い
で

「逝
去
」
表
示
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
り
、
大
変
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

会
報
紙
上
を
お
借
り
し
て
重
々
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
職
員
　
人
杉
登
志
夫
先
生

一Ｓ
５７

ヽ
５９
勤
務
　
美
術
一

一Ｓ
３‐
卒

・
旧
姓
　
鈴
木

岩
出
山
地
区
幹
事
一

同
窓
生
等

が
ご
新
一去

さ
れ
た
際

に
は
、
同
窓
会

ま

で
お
知

ら
せ
く

だ
′ヽ
ンご
い

1司   1司
窓  窓

`li 

ノ
li

』品化
洋 1糸屯
子 旧 子
様 姓 様
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同
窓
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
、
今

一
つ
気
分
が
晴
れ
な
い
日
々
が
続
き

ま
す
ね
。
毎
日
が
た
だ
楽
し
く
、
そ
の
日
を

全
力
で
過
ご
し
て
い
た
高
校
時
代
に
は
全
く

想
像
し
な
か

っ
た
世
界
が
、
今
私
達
の

「新

し
い
日
常
」
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
時
代
と
い
え
ば
、
毎
日
部
活
の
朝
練

に
始
ま
り
、
睡
魔
と
格
闘
し
な
が
ら
授
業
を

受
け
、
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
体
育
館

へ
走
る
、

そ
ん
な
部
活
中
心
の
生
活
だ

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
テ
ス
ト
勉
強
は
い
つ
も

一
夜
漬
け

で
、
文
武
両
道
と
は
遠
く
か
け
離
れ
た
生
徒

で
し
た
。
進
路
を
考
え
始
め
た
頃
も
、
明
確

な
将
来
の
目
標
も
な
く
、
た
だ
何
と
な
く
安

定
志
向
で
公
務
員
を
目
指
し
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。
目
の
前
に
広
が
る
可
能
性
に

気
づ
か
ず
、
狭
い
世
界
で
満
足
し
て
い
た
、

ま
さ
に
丼
の
中
の
蛙
で
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
現
在
は
国
家
公
務
員

と
し
て
中
央
官
庁
に
勤
め
、
様
々
な
出
会
い

と
経
験
、
失
敗
、
挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
い

も
、
日
々
、
国
家
行
政
の

一
翼
を
担
う
者
と

し
て
業
務
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

ぶ
喜
び
に
よ
う
や
く
目
覚
め
、
仕
事
の
合
間

に
語
学
や
資
格
の
取
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

勤
務
地
が
東
京
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
は
仕
事
、
生
活
の
両
面
に

お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族

や
友
人
に
会
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
精
神

的
に
疲
弊
し
ま
し
た
が
、　
一
方
で
追
い
込
ま

れ
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
け
た
事
、
学
ベ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
一
つ
は
、
何
事
も
や

っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施

一
つ
を
例
に
と

っ
て
も
、

実
施
前
は
ほ
ぼ
不
可
能
、
元
の
業
態
に
戻
る

の
も
時
間
の
問
題
だ
と
内
心
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
定
着
し
、
以
前
よ
り
業
務
効

率
が
あ
が

っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た

出
勤
に
捕
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
の
可
能
性
の

広
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。
「
出
来
な
い
こ
と

の
大
半
は
、
自
分
が
出
来
な
い
と
思
い
込
ん

で
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
ま
た

「
常
識
を
疑
う
」
こ
と
の
必
要
性
、
「
あ
た

り
前
に
慣
れ
る
」
こ
と
の
危
険
性
、
こ
の
気

づ
き
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
人
生

の
転
機
で
あ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
よ
り
柔
軟
な
発
想
で
、
全
体
の
利
益
を
考

え
、
追
求
し
て
い
け
る
公
務
員
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
会
報
誌
の
執
筆
依
頼
を
頂
い
た

こ
と
で
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
知
る

こ
と
が
出
来
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
、
お
会
い
出
来
る
そ
の
日
ま
で
、
私

自
身
も
精

一
杯
歩
み
続
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
マ
ス
ク
を
外

し
て
大
声
で
笑
い
あ
え
る
日
常
が

一
日
も
早

く
戻
り
ま
す
よ
う
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

暑
繹

斃
1ニ

|こ
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高
校
時
代
の
あ
る
経
験
が
あ
な
た
の
人
生

に
た
く
さ
ん
の
影
響
力
を
与
え
る
な
ん
て
知

ら
ず
に
過
ご
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

高
校
卒
業
後
は
リ
ハ
ビ
リ
養
成
校

へ
入
学
。

社
会
人
に
な
り
作
業
療
法
士
と
し
て
医
療
機

関
に
勤
務
。
震
災
後
、
支
援
活
動
と
し
て
渡

っ
た
福
島
県
南
相
馬
市
の
病
院
。
ど
ん
な
状

況
下
で
も
患
者
さ
ん
は
い
る
。
簡
単
な
気
持

ち
で
相
手
の
立
場
に
な

っ
て
物
事
を
考
え
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
の
な
か
、
で
き
る
限
り

笑
顔
で
リ

ハ
ビ
リ
業
に
従
事
。
震
災
前
と

１
８
０
度
生
活
が
変
化
し
た
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
生
活
は
人
間
と
し
て
も
作
業
療
法
士
と

し
て
も
成
長
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
タ
イ

王
国
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
ア
ラ
サ
ー
の
頃
。

タ
イ
の
田
舎
の
町
で
た

っ
た
ひ
と
り
の
日
本

人
と
し
て
地
域
医
療
に
携
わ
る
。
な
か
な
か

通
じ
な
い
下
手
く
そ
な
タ
イ
語
。
と
に
か
く

が
む
し
や
ら
に
笑
顔
絶
や
さ
ず
過
ご
し
て
い

た
。
笑
顔
は
世
界
中
の
共
通
言
語
な
の
だ
Ｈ

（ま
し
て
、
ほ
ほ
え
み
の
国
だ
も
の
Ｈ
）

さ
て
、
高
校
時
代
、
授
業
が
終
わ
る
と
体

育
館

へ
向
か
い
練
習
準
備
、
テ
ー
ピ
ン
グ
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
当
時
の
監
督
青
柳
先
生
と
の

や
り
と
り
な
ど
選
手
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
で
き
る
よ
う
、
毎
日
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
精

一
杯
動
き
回

っ
て
い
ま
し
た
ね
。
あ
な

た
は
古
女
バ
レ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
若

さ
や
勢
い
が
羨
ま
し
い
口
お
勉
強
を
も

つ
と

し
て
お
け
ば
よ
か

つ
た
。
と
、
思
う
こ
と
は

あ
る
け
れ
ど
、
古
女
バ
レ
ー
部
を
楽
し
く
続

け
た
あ
な
た
に
ハ
ナ
マ
ル
を
贈
り
た
い
。
練

習
も
試
合
も
辛
く
て
辞
め
た
い
気
持
ち
に
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
仲
間
と
泣
い
た
り

笑

っ
た
り
し
た
経
験
は
今
で
は
美
し
い
。
作

業
療
法
士
の
仕
事
も
、
震
災
支
援
も
、
青
年

海
外
協
力
隊
で
も
、
場
所
が
ど
こ
で
あ
れ
相

手
が
誰
で
あ
れ
、
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
は
古
女
バ
レ
ー
部

が
原
点
だ
と
私
は
思
う
。
（育
児
は
そ
う
う

ま
く
は
い
か
な
い
け
ど
――
）

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
同
窓
会
報

に
寄
稿
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
落
ち
着

か
な
い
世
の
中
で
す
が
お
身
体
ご
自
愛
第

一

で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

お
忙
し
い
申
――
原
精
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
ｒ
ｔ
の
一場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申‐
し
上
．げ
ま
す
。

多
く
の
方
々
と
‐の‥深
い
絆
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
．ｉ
ｔ
一た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。一
■
■
・

同
窓
生
の
普
様
０
ぜ
活
懺
を
心
よ
り

“「「『一̈『一一̈一』」にな″

佐
′
本
美
幸
■
及
川
　
貴
恵

高
橋
●
一祢
■
一
．布
田
　
友
美

鴇
田
●
志
穂
一
安
田
　
万
喜

今
野
ｉ
塁
子

岩
崎
　
　
彩

山
内
由
経
子
　
森
　
　
和
美

小
茄
子
川
美
紀
子

（普
Ｍ
回
生
・
衛
３３
・Ｅ
生
■
平
成
１４
年
卒
）
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